
２０２０年（令和２年）度教育目標

２ 健康でたくましい子ども（挑戦） ３ 意欲的に考える子ども（自立）

何事にもすすんで取り組み、気概
をもって立ち向かう、心豊かな児
童の育成をめざす

めざす学校像
「今日が楽しく、明日が待たれる学校」

（１）児童一人ひとりのよさを生かせる学校

（２）教育環境の整った学校

（教職員が最高の教育環境）

（３）社会に開かれ、安全と安心が

保たれた学校

（４）不祥事のない信頼される学校

（５）魅力ある学校

【努力目標】

「真・善・美」を求め、仲間と協力し合い、支え
合って楽しく生活する子ども 〈思いやりの心の育成〉

１一人一人を生かす学級経営

２道徳教育の実践化（道徳の時間の充実）

３協力的な実践活動（児童会活動の充実）

４基本的な生活習慣の定着

【努力目標】

進んで体を鍛え、安全に気をつけ、物事に気概を

もって立ち向かっていく子ども〈すこやかな体の育成〉

１体力・運動能力の向上

２健康・安全な生活環境づくり

３食育の充実

【努力目標】

基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得し、これ
らを活用して自ら学びを創造していく子ども

〈自主的学習習慣の育成〉

１主体的な学習の構えづくり
２基礎的・基本的事項の徹底

３体験活動の重視

１ 子どもたちの学習や生活の様子、よさや課題をご家庭と共

有できるように教育相談活動をすすめていきます。

・２学期末に全家庭対象の教育相談を実施します。

・家庭との相互連絡方法を学年毎に工夫し実践します。

・いじめ見逃し「０」にします。

・生活アンケートで学校が楽しい割合９５％以上にします。

・スクールカウンセラー・支援員を効果的に活用します。

２ 道徳指導の充実に努めます。

・命の大切さを考える日（年２回）を実践します。

・保護者や地域の方々を対象に、特別の教科「道徳」の授業

を全クラスで年１回以上公開します。

・「自分を見つめ、語り合う道徳の授業」の実践の様子を保

護者の皆様にお伝えします。

１ 学力の向上を図ります
○質の高い授業づくりと家庭学習習慣の定着
・全教員が「学び合い」を生かした授業研究を進めます。
・一中と共同した学びの構えの徹底（授業スタンダード・家
庭学習スタンダードの活用）

・学年に応じた内容の家庭学習（学年×10＋10分間）をさせ
ます。

２ 外部講師や施設等を活用した体験学習を実践します。
・地域の方や施設を活用したふるさとを学ぶ体験活動を各学
年年２回以上実施します。

・生活科、総合、クラブ活動等で外部指導者を活用しての専
門的指導を実施します。

１ 体力を向上させます

・体育の授業において、一人一人の運動従事時間を２０分間

確保していきます。

・その時期に合った運動に集中的に取り組ませます。

・体を動かし、自由に遊ぶ時間を確保します。

・学校栄養職員等を中心とした食育と体育・健康教育の実践

で、肥満傾向児の出現率を全校平均２％低下させます。

２ 登下校の安全を確保します。
・集団登校、集団的下校を継続実施し、地域と連携した見守
り態勢を継続していきます。

・危険回避能力の育成をめざし、地域の実態に応じて通学路

の変更・危険箇所の確認を適切に行います。

○学校ホームページの発信（タイミングのよい更新） ◎一斉メール配信による緊急連絡網の実施
○各種たよりによる発信・充実 ・『学校だより』『まごころ』（生徒指導）・学年・学級だより等の発信

自信に満ちた子どもたちの姿を育みます。

１ 授業研究会の共催 ２ 児童生徒の合同学習の実施 ３ 相互の専門性を生かした指導 ４ PTAの連携による地域一体での子の育成

一小一中グランドデザイン【一小一中一貫教育】

１ 心の豊かな子ども（交流）

【めざす教師像】

（ １） 高い理想を掲げ、誇れる教師でありたい

（ ２） 研修こそ教師の原点ととらえ、自己研鑽に励む教師でありたい

（ ３） 子どもの心の痛み（ 傷み） が分かる教師でありたい

（ ４） 保護者に対して、誠実に対応できる教師でありたい

（ ５） 教師は「 子どもたちのあこがれの存在」 でありたい


